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真剣な目です！もうすぐ一年生！！

風

わ
た
り
泥
も
乾
き

て

春

の
草嵐

雪

外
に

は
既
に
雪

が
な
く
、
今
ま

で
と
は
違
う

鳥
の
鳴

き
声
も
耳
に

届
く
よ
う

に
な
っ
た
。
渡
り
鳥
だ
。

気
を
つ
け

る
と
何
種
類

か
の
姿

を

見
る
こ

と
が
で
き

る
。

そ
う

言
え

ば
、
鉢

の
梅
も
先
日

か
ら
蕾
（

つ

ぼ
み

）
を
開
き

、
も
う

散
り
始

め

た
。春

は

草
木

の
花

が
咲
き
始

め
る

華
や

か
な
季
節
で
あ

る
。

で
も

、

気
に
な

る
の
は
バ
ッ
ケ
（
蕗
の
塔
）

が
遅

い
こ
と
だ
。

い
つ
も
は
、
雪

を
割
っ
て

出
て
く

る
の
に

ど
う
し

た
こ

と
だ
ろ
う
。

農
作
業

が
既
に
始
ま
っ
て
い
る
。

外
に
出
て

、
春
を
感
じ

る
の

は
気

持
ち

の
い
い
も
の

だ
。

誰
に
指

図
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

自
由
に
時
間

を
設
定

で
き
て
、

自

然
の
中
で

仕
事

が
で

き
る
、

と
考

え
れ

ば
農
業
ほ

ど
ス
テ

キ
な
職
業

は
無

い
と
も
言
え

る
。

人
間
、
心

の
持
ち
よ
う

だ
。

さ
て

、
今
年

の

作
柄
は

ど
う

な
る
。
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広報よもぎた

●
平
成
三
年
度
村
の
予
算

十
七
億
四
千
二
百
万
円
で
ス
タ
ー
ト

平成３年度当初予算●　2

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
四
・
一
％
の
増
！

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

村
　
長
　
八
　

戸
　

良

次

郎

近
年
社
会
経
済

の
著
し

い
進
展

や

、
国

民
生
活

の
変

化
に
伴

い
住

民

の
行
政
に
対
す

る
要

望

が
益

々

多
様

化
し

て
き
て

い
ま
す
。

之
を
受
け
て

、
わ

が
村
で
も

財

政
基
盤
の
安
定

強
化

を
基
本

に
豊

か
で
住
み
よ

い
村

づ
く
り
を
心

が

け

議
会
、
各
関
係
団

体
共

々
行

政

を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。

即

ち
、
社
会
福

祉
と
高
齢
化

社

会
対

策
、
生
活
環

境
の
整
備
促

進
、

農
林
漁
業
の
安
定

的
振
興
、
中
小

企

業
の
振
興
、
教
育

の
充
実
向
上

、

全
村
民
の
健
康
増

進
対
策
な

ど
村

の
活
性
化
に
向
け

て
少
し

づ
っ

で

は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
成
果

が
見

ら
れ
て
き
た

と
存
ず
る
も

の
で
あ

り

ま
す
。

過
去
四

ヶ
年

の
村
行
政

の
経
過

を
振
り
返
っ
て

み
る

と
き
、
ま
だ

ま

だ
不
充
分

の
点

が
多

く
深

い
反

省
と
、
そ

の
責

任
を
感
じ

て
い
る

所
で
あ
り
ま
す

。

従

い
ま
し

て
、
今

後
更

に
村
政

の
振
興
方

策
に
的
確

に
対

処
し

、

国
、
県
及

び
関
係
機
関

の
指
導
援

助
を
得
な

が
ら
、
キ

メ
細
か
な
施

策
を
強
力

に
推
進
し
て

ゆ
く
こ
と

が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て

お
り
ま

す
。
特

に
大

き
な
発
展

を
期
待
さ

れ
る
2
1世

紀
を
に
ら
み

な

が
ら
、

わ

が
村

の
特
質
を
生

か
し

た
、
即

ち
、
今
最

も
き

び
し

い
情
況
に
あ

る
農
林

漁
業
の
振
興
対

策
を
主
軸

に
、
行

政
各
般
に
亘
り

、
蓬
田
村

長
期
総
合

計
画

に
基

づ
く
活
力
あ

る
地
域
作

り
に
取
組

み
、
な
る
程
、

蓬
田
村

に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
言

わ

れ
る
べ
く
一
生
懸

命
努
力
す

る

覚
悟
で

あ
り
ま
す
。

幸

い
に
村
民
各
位

、
議
会
の
協

力
を
得

て
、
村
民

の
健
康
を
第
一

義
的

に
ね
ら

い
、
温

泉
復
元
、

ス

ポ
ー
ツ

ガ
ー

デ
ン
の
建
設
も
進

め

つ

つ
あ

り
ま
す
。

①
教
育

問
題
に

つ
い
て

生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
事
業
が
、

県

の
指

定
を
受
け

、
積
極
的
な

住

民
参
加

で
進

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

社
会

教
育
関
係
で

も
着

々
そ

の
成

果

を
挙
げ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
教

育

の
向
上

は
人
格
形

成
、
村
発
展

の

す

べ
て
の
基
本

と
考
え
教
育
委

員

会

を
主
体
に
事

業
を
進
め

、
そ

の

成
果

が
見
ら

れ
て

お
り
ま
す
。

②
農
林
漁
業

の振
興
対
策

に
つ

い
て

米
中
心

の
農
業
経
営

か
ら

転
作

の
定
着
化
を

含
め
た
ト

マ
ト

の
（

ウ
ス
栽
培
を

進
め
肉
用
牛

の
増
殖

等
、
複
合

経
営
を
強
く
進

め
て
参

り
ま
す
。
更

に
は
林
業

の
経
営
に

も
予
算
を
計
上
し
部
分
林
の
育
成
、

林
道
の
建
設

な
ど
を
計
り

た
い
と

思

っ
て

い
ま
す
。

漁
業
関
係

で
は
漁
協

と
連
携
を

強
め
、
養

殖
漁
業
、

漁
港

螫
備
に

努
め
て

い
る
所

で
あ
り

ま
す
。

継
続
事

業
で
も
農

道
の
整
備
、

水
田
基

盤
の
螫
備
に

も
土
地
改
良

区

と
連
携

を
保
ち
な

が
ら
強
力
に

事
業
振
興

を
計
る
こ

と
に
し

て

い

ま
す
。

③
健
康
増

進
と福

祉
対

策
に
つ

い
て

老
人

ク
ラ

ブ
は
勿

論
、
障
害
者

対
策
に

も
意

を
用

い
、
他
町
村
に

劣
る
こ

と
の
な

い
様

に
努
力
致
し

ま
す
。

ま
た
、
短
命

村
返
上
の
為

の
受
診

率
向
上
に

つ
い
て
は
今
一

歩
村
民

の
御
協
力

を
願
う

も
の
で

あ
り
ま
す

。

④
商
工
業

及

び

観
光

の
対

策
に
つ

い
て

年

々
人
口

が
減
少
す
る
中
で
商

工
業

も
苦
境
に
あ

り
ま
す
の
で

、

活

性
化
対
策

を
商
工

会

と
相

諮
り

進
め
ま
す
。

村
の
誘
致

企
業
蓬
田
紳

装
に
つ

い
て
は
、
年

々
業
績

が
向
上
し

て

き
て
お
り

、
こ
れ
か
ら
実
施

す
る

工

場
等

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、

資
金
の
一
部

を
「
ふ
る
さ
と
財
団
」

に
よ
り

、
無
利

子
で
貸
付
け

す
る

見

込
み
で
す
。

ま
た
、
イ

ベ
ン
ト

の
少
な

い
か
が
村
は
牧
場
ま
つ
り
、

海
水
浴
場
開

き
を
も
っ

と
活
性
化

す

る
様
努
力

致
し
ま
す
。

将
来
的

な
懸
案
事
項

と
し

て
二

八

〇
号
線

バ
イ

パ
ス
の
建

設
促
進

と
下

水

道
事
業
を
広
域
的

な
面
で

対
応
を

進
め
つ
つ
あ
り
ま

す
。

特

に
新

規
及

び
継
続

的
な
事
業

費
は
四
億

七
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

い
づ
れ
も
住
民
の

ニ
ー

ズ
の
高

い
も

の
ば
か
り
で
す

が
、
各
種
委

員
会
等

の
検
討
を
経

な

が
ら
財

政

の
効
率

的
な
運
営

に
よ

り
成
果

を

高

め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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●入るお金　1,742,581,000円
地　方　交　付　税 国庫支出金 県 支 出 金 村　　　債 そ　の　他 村　　　税 繰　入　金

1,019,000千円

58.5％

113,508千円

6.5%

78,954千円

4.5%

185,600千円

10.7%

102,939千円

5.9%

162,580千円

9.3％

80,000千円

4,6％

依　　存　・財　　源 自　主　財　源

1,451,562千円　　　　83.3% 291,019千円　　16.7%

●出るお金　1,742,581 , 000円

議　 会　 費
63,810 千 円

jjｹ･ﾚ……I.‥(3･.･.,･7

％)

・議員報酬………………35,675千円

・議員活動費……………6,906 千円

総　務　費
､500,490

千 円

……Iヶ｡万……
…(28｡7

％)

・広報 よもぎた関係費…2,147 千円

・交通安全対策 費………3,719 千円

・福祉バス購入費………15,759 千円

・玉松地域開発工事費167,700 千円

・村長,村議会議員選挙費1,897千円

民　生　費
161,407 千 円

回 尚 二j………(9.3 夕ぷ)

・老人福祉費……………5,087 千円

・防犯対策費……………1,765 千円

・児童手当………………5,890 千円

り呆育所費………………65,301 千円

・児童館費………………13,889千円

衛　生　 費
103 ↓758 千 円T･

､l｡｡｡｡……
………(6.0%)｡

・青森 地 域広域 事務 組合負 担金32,585 千 円

・ 母 子 衛 生 費 … … … … …1,769 千 円

・( 仮称)温泉浴場 設計管理等委託料20,000 千円

・ 老 人 保 健 事 業 費 … … …15,934 千 円

労　働　費
572 千 円

(0.0 ％ ……)｡

・出稼援護関係費…………125 千円

・労働者協議会補助金……135 千円

農林水産業費
233,616 千 円

こ･……ﾕし｡(13.4%)

・ 農 業 委 員 会 費 … … … …20,938 千 円

・ 村 営 牧 場 関 係 費 … … …14,593 千 円

・ 田浦地区かんがい排水整備事業　8,080 千 円

・ 阿弥陀JII団体営農道整備事業　　19,190 千 円

・ 蓬田地区農免農道用地買収委託金12,350 千 円

・ 蓬田地区農免農道整備事業負担金11,550 千円

・ 県営長科地区農道整備事業負担金8,250 千 円

・ 高 根 地 区 道 路 改 良 工 事9,530 千 円

・森 林総 合 整 備事 業 … … ……7,369 千 円

・漁船燃油等補給施設建設補助金14,040 千 円

商　工　費
6､445 千 円

ごい｡=ﾕ､I………(0 。4

％)

・商工 会補助金…………………800 千円

・村おこし事業補助……………300 千円

・観光協会補助………………1,800 千円

・海水浴場運営 費……………1,047 千円

土　木　費
152,015 千 円

匸千古(8.7 ％).

・瀬辺地地区急傾斜地崩壊防止事業2,000 千 円

・阿 弥 陀 川下 線道 路 改 良事 業28,500 千 円

・阿弥陀川3-3 号線側溝改良工事…1,500 千 円

・瀬辺地2-1 号線道路改良工事……6,500 千 円

・準用河川中沢川河川改修事業……9,180 千 円

・板 木 沢 川 災害関 連事 業 ……23,299 千 円

・県営蓬田漁港改修事業負担金……6,000 千 円

・公 営 住宅 外壁修 繕 等 工事 …7,320 千 円

消　防　費
91,897 千 円

……………(5.3%)

・広 域 消防 事 務 組合 負担 金　43,629 千 円

川彷火 水槽 新 設工 事 … … … …9,600 千円

・防災コミュニティセンター新設工事7,390 千円

・ ポン プ 自動 車 購 入費 … … …13,390 千円

教　 育　 費 194,167千円
(11.1％)

・一貫教育推進事業補助……1,000 千円

・小学校費……………………20,107千円

・中学校費……………………20､463千円

・幼稚園費……………………19,438千円

・公民館費……………………29,052千円

・ スキー場運営費……………1,189 千円

・給食セン ター繰出金………29,388千円

災害復旧費
50,585 千 円 ヤ

エ
（2.9 ％ ）万．

・可川災害復旧事業…………44,330千円

公　債　 費
178,071 千 円

……回……… ……(1｡0.2

％)=･

・元金………………………102,004 千円

・利子…………………………76,067千円

予　備　費
5,748 千 円ﾕ.

………y･.･j･･:(0.3 ％)ﾉ

平
成
三
年
度
当

初
予
算
に
つ
い
て

平
成
三
年
度
当
初
予
算
は
、
定
例
議
会

の
三
月
十
五
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、

約
四
・
一
％
、
六
千
八
百
万
円
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
福
祉
バ

ス
購
入
、
温
泉
浴
場
（
仮
称
）
建
設
の
た

め
の
設
計
管
理
等
経
費
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入
、
中
沢
川
河
川
改
修
事
業
費
等

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

3　●平成３年度当初予算
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特
別
会
計
の
予
算

学校給食センター 特別会計

繰　　人　　金

29,388千円

60.9%

給食負担金

18,872

千円

39.1%

繰越金

20千円

0.0％

歳　　 入　　　　48,280 千円

歳　　 出　　　　48,280 千 円

総　　務　　費

29,398千円

60.9%

給　　食　　費

18,882千円

39.1%

国民健康保険 特別会計

国庫支出金

134,575千円

45.1%

国民健康保険税

137,852千円

46.1%

その他

26,283

千円

8.8％

歳　　 入　　　298,710 千円

歳　　 出　　　298,710 干円

保 険 給 付 費

201,217千円

67.4%

老人保健拠出金

73,641

千円

24.6%

その他

23,852

千円

8.0％

老 人 保 健 特別会計

支払基金交付金

216,420千円

69.7%

国庫支出金

61,680

千円

19.9%

その他

32,166

千円

10.4%

歳　　 入　　　310,266 千円

歳　　 出　　　310,266 千円

医　療　諸　費

308,820千円

99.5%

その他

1,446

千円

0.5%

平成３年度当初予算●4

●
一
般

会
計

そ

ん
み

ん
ひ

と
り

あ
た
り

出

る
お

金

議 会 費
15,339円

総 務 費
120,310円

民 生 費
38,800円

衛 生 費
24,942円

労 働 費
137円

農林水産業費

56､158 円

商 工 費
1,549円

土 木 費
36,542円

消 防 費
22,091円

教 育 費
46,675円

災害復旧費

12,160 円

公 債 費
42,805円

予 備 費
1,382円

※平成３年４月１日現在人口

（見込み）　　　　　4,160 人



各種スキー大会に出場

続々の入賞を果たす！

蓬小６年　工　藤　達　也 君

将
来
は
国
体
選
手
に
！

わ

が
村
に
待

望
の
村
営
ス
キ

ー

場

が
開
設

さ
れ
た
の
が
、
昭
和
六

十

一
年
十
二
月
で
し

た
。
そ
の
時

工

藤
達
也
（

郷
沢

）
君
（
父
、
工

藤
義

則

）
は
小
学
二
年
生
の
時
で
、

本
格

的
に
ス
キ

ー
を
始
め
る
動
機

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

工

藤
君
の

ス
キ

ー
の
腕
前
は
、

お
父

さ
ん
や
、

お
兄

さ
ん
の
協
力

に
よ
り
村

ス
キ
ー
場

を
初
め
、
県

内

ス
キ
ー
場
で

の
滑

走
に
よ
り
実

力
は

年
々
上

達
し
て
来

ま
し
た
。

こ

れ
も
本
人

の
努
力

と
、
父
兄

に
よ

る
陰
か
ら
の
応

援
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ

り
ま
す
。

ま

た
、
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
、

毎
日
、
朝
食

と
夕
食
時
に

は
生
夕

マ
ゴ
、
納
豆

を
食

べ
、
牛
乳

二

■
）
を
飲
む
な
ど
、
努
力
を
怠
り

ま
せ
ん
で
し

た
。

工

藤
君

は
、
二

月
十
日
（
日

）

平

舘

ス
キ
ー
場

で
行
わ

れ
た
第
八

回
上

磯

ジ
ュ

ニ
ア

ス
キ
ー
大
会

で

の
優
勝
を
皮

切
り
に
、
三
月

十
日

（
日

）
八
甲
田

山
リ
フ
ト

ゲ
レ
ン

デ
で
行
わ

れ
た
、
青
森
県

ジ
ュ
ニ

ヤ
ア

ル

ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
（

一
九

九
一

二

Ｔ
ン
ザ
ワ

カ
ッ

プ
ア

ル
ペ

ン
ス
キ
ー
大
会

）
に
出
場
し

て
、

出
場

者
五
十
人
中

、
六
位
入
賞
。

三
月
十
七
日
（
日
）
岩
木
山
百
沢

ス
キ
ー
場
で
行

わ
れ
た
、
第
二

十

二

回
岩
木
山
選

抜

ジ
ヤ
ン
ア

ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
（
東
奥
日
報
社

杯
争

奪

）
に
出
場
し

て
、
出
場

者

七

十
人
中
、
五
位

入
賞
す

る
と
い

う
見

事
な
成
績

を
治
め
ま
し

た
。

お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
三
月
三
十
一
（
日
）

八
甲
田

山
リ
フ
ト

ゲ
レ

ン
デ
で
行

わ
れ
る
八
甲
田

カ
ッ

プ
に
出
場
予

定

で
あ
り
ま
す
。

村

民
皆
様

の
温

か
い

ご
声
援

を

お
願

い
し

ま
す
。

現況届は

忘れずに！

国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
、

老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
）
や

厚
生
年
金
保
険
等
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
回
、
誕

生
月
の
末
日
ま
で
に
『
現
況
届
』

を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
『
現
況
届

』
は
、
引
き

続
い
て

年
金
を
受
け

ら
れ
る

か
ど
う

か
を

確
認
す

る
た
め
の
大
事
な
届
で
す
。

届

出

が
な

い
と
、
年
金

が
一
時

差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

現
況

届
の
用

紙
は
、
誕
生
月

の

初

め
ま
で
に
送
ら

れ
ま
す

の
で

、

必
要

事
項
を
正

確
に
記

入
し

、
役

場
で
証

明
を
受
け

、
切
手
を

貼
っ

て
社
会

保
険
庁

へ
返
送
し
て
く

だ

さ

い
。

た
だ
し

、
年
金

を
受
け
て

か
ら

一
年

を
経
過
し
て

い
な

い
方

辛
、

年
金

が
全
額
支
給
停
止

に
な
っ
て

い
る
方

に
つ

い
て

は
、
現
況
届

の

提
出

は
必
要

あ
り
ま

せ
ん
。

社
会
福
祉
に

役
立
て
て
！

平
成
二

年
十
二
月
二
十
三
日
に
、

八
戸
村
長

と
、
津
島
村

議
会
議
長

が
発
起
人

と
し

て

、
坂
本
孫
九
郎

氏

の
勲
五

等

瑞
宝
章

受
賞
を
祝
う

祝
賀
会

が
行
わ

れ
ま
し

た
際
に

、

「

参
列
者
よ
り
い
た
だ
い
た
会
費

の

残
り

、
九
万

六
千
八
百
五

十
二
円

を
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
」

と
、
村

社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付

が
あ
り
ま
し

た
。

あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

福祉年金の
国民年金証書を

提出してください

４月支払いの老齢福祉年金を受けとっ
たら、８月期分の年金額を国民年金証書
に記入してもらうために、国民年金証書
を役場年金係まで提出してください。

5●民生課から



広報よもぎた

あ
な
た
は
自
分
の
健
康
状
態
に

自
信
が
あ
り
ま
す
か
？

短
命
村
返
上
を
め
ざ
し
て

村
共
同
保
健
計
画
会
議
が
開
催
さ
れ
る

村

で
は
、
国
保
医
療

費
や
老
人

医

療

費
の
増
加
に
伴

い
国

保
財

政

が
大

変
な
状
態
で
国

保
税
も
県
下

の
ト

ッ

プ
ク
ラ

ス
で
す

。
こ

の
た

め
、
生
活
の
基
本

に
家
族
の
健
康

を
掲
げ
、
明

る
い
家

庭
、
豊

か
な

村

づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た

い

と
い
う

趣
旨
の
も

と
、
二
月
二

十

六

日
（
火

）
村
玉
松

公
民
館
に

お

い
て

、
平

成
二
年
度

村
共
同
保
健

計
画
会

議

が
開
催

さ
れ
、
開
係
者

二
百
名

の
方

々
の
参
加

を
得
て

。

『
短
命

村
返
上
を

め
ざ
し

て
』

熱

心

に
話
し

合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会

は
、
午
前

九
時
四

十
五
分

か
ら
始

ま
り

八
戸

村
長
よ
り
「
人

間
誰
し

も
健
康
を
願

わ
な

い
方

は

い
ま

せ
ん
。
そ
し
て

幸
福
な
生
活

を

営
む
こ
と

が
目

的
で
す
。
こ

の

会
議

の
目
的
は

、
家

庭
の
円
満

、

家
族

の
幸
せ
、
村

に
住
ん
で
良

か

っ

た
と
思

っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う

な
村

づ
く
り
を
進

め
る
た
め
で
す
。

今
日

の
会
議
で
は

沢
山
の
方

々
の

意
見

を
い
た

だ
き
実
り

あ
る
会
議

に
し
て

ほ
し

い
」

と
挨
拶
し

、
来

賓

と
し

て
、
津
島
鉄

男
村
議
会
議

長

か
ら
「
村
と
し
て

も
村
民
の
健

康

増
進
に
は
積
極

的
に
取

組
ん
で

来
ま
し

た
。
健
康

で
文
化
的
な
生

活

を
営
む
こ
と
は
村

民
等
し
く
願

う

も
の
で
す
。
今
日

は
、
わ

が
村

が
直
面
し

て

い
る
保
健

衛
生
の

諸

問
題

に
つ

い
て
活
発

な
意
見
を
出

し

て
下

さ

い
」

、

成
田

昌

弘
青

森
保
健
所
長
よ
り
「
成
人
病
は
普

段
の
日
常
生
活
の
習
慣
病
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
若
い
時
か
ら
一
人

一
人
が
日
頃
の
生
活
を
見
直
し
て

生
活
習
慣
を
変
え
て
、
成
人
病
を

予
防
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
小
野
民
生
課
長
よ
り

村
共
同
保
健
計
画
会
議
を
は
じ
め

る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

●
発
表

「
村
の
保
健
婦
活
動

か
ら
」

保建婦

工　藤　美智子

平
成
二
年
度
基
本
健
診

総
合
判

定
結
果
か
ら

今
年
度

の
総
合
健

診
の
結
果
で

す

が
、
最

後
に
お
医

者

さ
ん
か
ら

総
合
判
定

と
い
う
こ

と
で
、
健
診

結
果
を
受

診
者

が
も

ら
う

わ
け
で

す

が
、
そ

れ
を
集
計
し
て

表
に
し

て
み
ま
し

た
。

健
診
を
受
け
た
人
が
全
部
で
六
百

二

十
人

で
、
そ
の
内
（
異
常
な
し

）

と
い
わ
れ
た
人
は
、
百
七
十
一
人

で
全
体

の
三

割
で
す
。

残
り
四
百

四

十

九
人

の
方

が
何

ら
か
の
異
常

村共同保健計画会議から●6



所
見
と
い
う
の
で
カ
ル
テ
が
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

異
常
所
見
で
は
、
要
指
導
の
方

が
七
割
で
一
番
多
か
っ
た
。
ま

た
、
要
指
導
・
要
精
検
・
医
療
継

続
と
も
に
女
性
が
多
か
っ
た
。

広報よもぎた

平成２年度基本健診総合判定結果

＼
総受診数 異常なし

異常所見

あ　　り

異　常　所　見　内　訳(のべ)

総　 数 (姦磊螽 S がＪ 医療継続

計
.　620 人

(100.0％)

171人

(27.6%)

449人

(72.4%)

708件

(100.0％)

533件

(75.3%)
68件

(9.6%)
107件

(15.1%)

男
230人

(100.0％)

57人

(24.8%)

173件

(75.2%)

304件

(100.0％)

237件

(44.5%)
30件

(44.1%)
37件

(34.6%)

女
390人

(100.0%)

114人

(29.2%)

276人

(70.8％)

404人

(100.0%)

296件

(55.5%)

38件

(55.9%)
70件

(65.4%)

総
合
判
定
・
異
常
所
見
あ
り

四
百
四
十
九
人
、
の
べ
七
百

八
件
の
内
訳

要
指
導
五

百
三
十
三

件
の
内

、

総
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値

異
常
（
百

九

十
件

）

と
貧

血

症

疑

（
百

十

件

）
が
多

い
。

要

精
検
六
十
八
件

の
内

、
糖
尿

病
疑
（
二

十
一
件

）
と
腎
臓
病
疑

（
十
八
件

）

が
多

い
。

医

療

継
続
百

七
件

の
内

、
高

血

圧

症

が
八

十
九
件
と
一
番
多

い
。

以

上

の
総
合
健
診

の
結
果

を
ふ

ま
え
て

、
今
年
度
、
要
指
導

、
要

精
検

の
人

に
対
し
て
生
活

習
慣
を

見
直
し
て

、
成
人
病
の
予

防
を
！

と

い
う
こ

と
で
青
森
保
健
所

の
協

力
を
得
ま
し

て
、
健
診

後
の
事
後

指
導
を
充
実

さ
せ
ま
し

た
が
、
来

年
度
は
病
気
別

の
健
康
教
室

を
村

で
開
催
出
来

る
よ
う

検
討
し
た
い
。

▲
医
療
継
続
一
〇
七
件
の
内
訳

●
発
表

「
学
校
保
健
の
立
場
か
ら
」

篷小養護教諭

松　野　淳　子

▲
要
指
導
五
三
三
件
の
内
訳

▲
要
精
検
六
八
件
の
内
訳

小
・
中
学
生
尿
塩
分

測
定
調
査
結
果
に
つ
い
て

小
学
生
二
百

九
十

一
名

、
中
学

生
百
八

十
六
名
、
計
四
百

七
十
七

名
を
対
象

に
塩
分
測
定

を
実
施
し

ま
し
た
。

。
検
査
方
法

と
し

て

、
朝

起
き
て

す

ぐ
と
っ

た
尿

の

Ｉ
リ

ッ
ト

ル
当

り
の
尿

塩
分
量
1
0
g／
£

よ

り
多

い
か
少
な

い
か
を
ま
と

め
て

み
ま

し

た
。
（
架

研
ソ

ル
ト

を
使
用

）

小

学
生
で
は

、
多

か
っ

た
子

加

百
五

名
、
三

十
六
・
一
％

⊇
一
割
）

で

、
男
女
別

に
み

る
と
男
子

に

塩

分
量

の
多

い
子

が
み

ら
れ
る
。
学

年
別

に
み
る
と
学
年

が
進
む
に
つ

れ
て
そ

の
割
合
も
高
く

な
っ
て

い

る
。中
学
生

で
は
、
多

か
っ
た
子

が

九
十
二
名

、
四

十
九
・
五
％

で
約

半

数
で

、
小

学
校
よ
り
も
1
0％

位

高

い
数
値

が
で
て
い
る
。

男
女
別

に
み
る
と
男
子

に
塩
分
量

の
多

い

子

が
み
ら

れ
る
。

学
年
別
に

み
る

と
中

一

が
他

の
学

年
よ
り
も
や

や

高

い
割
合
に
な
っ

て
い
る
。

結
果
か
ら
い
え
る
こ
と

最
初
の
検
査
で
不
慣
れ
な
こ
と

も
あ
り
、
正
確
な
数
字
が
得
ら
れ

た
か
不
安
は
あ
る
が
、
結
果
と
し

て
蓬
田
村
の
児
童
、
生
徒
の
四
割

が
1
0
g
／
■
↑
と
い
う
尿
塩
分
量

で
あ
っ
た
。
食
生
活
と
も
お
お
い

に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
子
供

の
頃
か
ら
減
塩
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
る
。

小
・
中
学
生
血
圧
測
定

調
査
結
果
に
つ
い
て

子

供
の
高

血
圧

判
定
基

準
は
大

人

と
違
い
、
男
女

と
も
小
学
生

は

1
3
5
／
8
0
皿
Ｈ

ｇ

以

上

、

中

学

生

男

子

は
1
4
0
／
8
0
皿
Ｈ

ｇ
以

上

、

女

子

は
1
3
5
／
8
0
皿
Ｈ

ｇ
以

上

。

（

浅
井
利

夫
金
沢
医

科
大
学
助
教

授
に
よ

る
）
で
、
小

学
生
五

・
六

年
、
百

十
名
、
中
学
生
百

八
十
五

7●村共同保健計画会議から



名
を
対

象
に
実
施
し

ま
し

た
。

結
果
を
見
て
い
え
る
こ
と
！

小
・
中
あ
わ
せ
る
と
高
血
圧
域

に
は
四
名
（
一
・
四
％
）
が
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
初
め
て
の
測
定
で
あ
り
。

一
回
き
り
の
測
定
で
あ
っ
た
た
め

精
神
的
な
緊
張
で
一
次
的
に
高
く

な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

結
果
だ
け
で
は
必
ず
し
も
高
い
と

は
断
定
で
き
な
い
の
で
今
後
と
も

継
続
測
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
取
り
く
み

●
結
果
を
知
ら
せ
る

《
全
体
》
は
け
ん
だ
よ
り
、
給
食

だ
よ
り
、
参
観
日
、
そ
の
他
の

機
会

《
個
別
》
健
康
カ
ー
ド
に
書
い
て

家
に
連
絡
、
保
健
室
に
来
た
子

に
対
し
て
の
指
導

関
心
を
高
め
る
た
め
に

し
た
い
こ
と

①
尿
塩
分
測
定
に
つ
い
て
！

●
お
や
つ
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な

ど
に
含
ま
れ
る
塩
分
量
や
糖
分

を
実
際
、
塩
や
砂
糖
を
使
っ
て

校
内
に
展
示
し
一
目
で
わ
か
る

よ
う
に
さ
せ
る
。

●
お
や
つ
調
査
を
し
自
分
の
塩
分

量
や
糖
分
を
計
算
さ
せ
お
や
つ

の
取
り
方
を
考
え
さ
せ
た
い
。

②
血
圧
測
定
に
つ
い
て
／・

●
高
血
圧
域
に
含
ま
れ
て
い
る
子

供
の
血
圧
測
定
は
月
一
回
実
施

し
た
い
。
他
の
子
供
の
場
合
も

昼
休
み
等
を
利
用
し
血
圧
測
定

週
間
を
設
け
て
測
定
を
実
施
し

た
い
。

●
は
け
ん
委
員
会
を
活
用
し
て
は

け
ん
新
聞
な
ど
で
血
圧
の
こ
と

を
特
集
し
興
味
を
ひ
き
た
い
。

③
食
生
活
に
つ
い
て
／
・

●
栄
養
士
さ
ん
や
家
庭
と
連
絡
を

と
り
給
食
だ
よ
り
等
に
シ
リ
ー

ズ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
載
せ

て
行
き
た
い
。
（
栄
養
バ
ラ
ン

ス
、
食
事
の
大
切
さ
、
家
庭
の

調
理
紹
介
）

●
校
内
放
送
で
「
栄
養
の
話
」
な

ど
も
取
り
上
げ
て
も
ら
う
よ
う

に
働
き
か
け
る
。

●
発
表

小
・
中
学
生
と
父
母
の

食
生
活
調
査
か
ら

学校栄養士

永　田　逸　子

多
様
な
食
品
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
！

小

・
中

学

生

と

父

母

の
食

生

活

の

栄

養

診

断

を

実
施

し

た
結

果

か

ら

、

栄

養

診

断

で

の

自

已

採

点

が

七

点
以

上

が
小

・

中

で

八

十

二

・

三

％

、

調

理

し

た

人

が
六

十

九

・
‘

五

％

と

良

い
結

果

で

は

あ

り

ま
す

が

、

食

事

内

容

を

分

析

し

て

み

る

と

、

人

間

が
健

康

に

生

き

て

い

く

た

め

に

必

要

な

蛋

白

質

、

炭

水

化

物

、

脂

肪

、

ビ

タ

ミ

ン
、
　こ
｀ヽ
不
ラ

ル

の
五

つ

の

栄

養

素

が
必

要

量

に

満

だ

な

か

っ

た
り

、

片

寄

り

が

み

ら

れ

ま

し

た

。

食

品

に

含

ま

れ

る

栄

養

素

の

種

類

と
量

は

、

個

々

の

食

品

ご

と

に

異

な

り

ま

す

。

ど

の
よ

う

な

食

品

で

あ

っ

て

も

、

た

だ

一

種

類

の
食

品

で
す

べ
て

の
栄

養
素

を

必

要

な

だ
け

含

ん

で

い

る
も

の

は

あ

り

ま

せ

ん
。

し

た

が

っ
て

、

栄

養

素

を

づ

フ

ン

ス

よ

く

摂

取

す

る

た

め

に

は

、

数

多

く

の

食

品

を

種

類

の
異

な

る
食

品

群

か

ら

幅

広

く

と

る

こ

と

が
大

齎

で

す

。

食
事
調
査
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
！

①
野
菜

、
特
に
緑
黄
色

野
菜
の
不

足

が
目

立
ち
ま
し
た
。

淡
色
野

菜
と
は
ち

が
い
、
。た

だ

ち

ぎ
っ

た
り
、
生
で
食

べ
ら
れ

る

の

が
少

な
く
、
調
理

に
手
間

が
か

か
る
こ

と
も
あ

り
ま
す
し

、
嗜
好

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
や

レ
タ
ス
が
嫌
い
と
い
う
人
は
余
り
聞

き
ま
せ
ん

が
、
人
参
、

ニ
ラ

、

ピ

Ｉ
マ
ン
な
ど
特
に
栄
養
の
あ
る
色

の
濃
い
物
が
嫌
い
な
子
供
達
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

②
一
日
一
回
牛
乳
を
飲
も
う
。

今
日
本
人
に
一
番
不
足
し
て
い

る
の
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
日
六
百

丐
必
要

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に

足
り
て
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
よ
う
で
す
。
牛
乳
二
百

嵋
の
中

に
二
百
六
呵
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
入

っ
て
い
ま
す
の
で
、
簡
単
に
そ
の

ま
ま
摂
取
で
き
る
し
、
経
済
的
に

も
安
く
、
ど
こ
に
で
も
売
っ
て
い

る
の
で
飲
ん
で
ほ
し
い
。

③
朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と

の
大
切
さ
／
。

朝
食
抜
き
の
場
合
は
血
糖
値
が

低
く
身
体
が
そ
の
日
の
活
動
に
備

え
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

身
体
に
は
脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

動
か
せ
て
も
脳
が
活
動
す
る
た
め

に
利
用
さ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

食
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ブ
ド
ウ

糖
で
あ
る
た
め
、
頭
は
フ
ル
回
転

し
ま
せ
ん
。

朝
の
温
か
い
一
杯
の
御
飯
が
や

る
気
を
起
こ
す
の
で
す
。
又
朝
食

を
抜
く
と
痩
せ
ら
れ
る
と
誤
解
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
次
の
食

事
で
ま
と
め
食
い
を
す
る
の
で
肥

満
の
も
と
に
な
っ
た
り
、
血
糖
値

の
上
が
り
過
ぎ
で
イ
ン
シ
ュ
リ
ン

濃
度
が
高
ま
り
、
そ
の
状
態
が
長

期
間
続
く
と
呆
臓
障
害
や
糖
尿
病

を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
か
が
朝
食
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
も
っ

て
い
る
の
で
、
日
頃
か
ら
朝
食
を

し
っ
か
り
と
る
習
慣
を
つ
け
て
下

さ
い
。

心
の
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
食
生
活
を
！

生
活
習
慣
の
ず
れ
な
ど
か
ら
、

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と

が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
も
と
で

お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
は
心
を
和

や
か
に
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

食
卓
を
家
族
だ
ん
ら
ん
の
場
と

す
る
よ
う
努
め
た
い
も
の
で
す
。

●
発
表

食
生
活
改
善
推
進
委
員
の

活
動
か
ら

食生 活改善推進員

中　 川　 菊　 美

減
塩
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
の
普
及
を
兼
ね
て
、
昭
和

六
十
一
年
度
か
ら
、
毎
戸
の
味
噌

汁
の
塩
分
を
は
か
り
ま
し
た
。

し
ょ
っ
ぱ
い
味
噌
汁
が
、
昭
和

六
十
一
年
度
（
七
十
％
）
昭
和
六

十
二
年
度
（
五
十
％
）
昭
和
六
十

村共同保健計画会議から●8
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三

年
度

こ
二
十
六
％

）
平

成
元
年

度
（
三
十
九
％
）
平
成
二
年
度
（
三

十
六
％

）
三

年
間

、
三

十
％

代

が

続
き

今
一
歩
下

が
ら

な
い
の
で
、

家

庭
で
は
味
噌
汁

に
ど
ん
な

ダ
シ

を
使

っ
て

い
る

か
原
因

を
調

べ
て

み
ま
し

た
。

焼
干
し

、
煮
干
し

、
コ

ン
ブ
、

等
天

然
ダ

シ
（
三

十
七
％

）
化

学

調

味
料
（
五
十
二
％

）
天
然

ダ
シ

と
化
学
調
味
料
を
混

ぜ
て
使
用
（
十

一
％

）
と
圧
倒

的
に
化
学
調

味
料

を
使
っ
て

い
る
と
い
う
結
果

が
出

ま
し

た
。

化
学
調
味
料

に
は
、

プ
ル
タ
ニ

ン
サ
ン
ナ
ト
リ

ウ

ム
が
入

っ
て

い

て
塩
分
濃
度

を
高
く
す

る
そ
う

で

す

。
蓬
田

の
味
噌
汁
の

塩
分

濃
度

が
下

が
ら
な
い
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

化
学
調
味
料

に
も
あ

る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
食

卓
か
ら
序

々
に
化
学

調
味
料

を
減
ら
し
て
行

く
運
動
を

皆
さ
ん

と
共
に
進

め
た
い
。

ま

た
、
私
の
家

庭
で

の
夕
食
は

家

族
全
員
で
、
子
供
中

心
の
献

立

に
な
っ

て
し

ま

い
ま
す

が
、
生
野

菜
、
海

草
を
な
る

べ
く
付

け
て
、

子
供

に
は
食

べ
て
も

ら
う
工

夫
を

し
ま
し

た
。

そ

の
結
果
、
生
野
菜

に
は

了
不

ネ

ー
ズ
で
な
く
、
和
風

ド
レ
ッ

シ

ン
グ
を
か
け
ワ

カ
メ
を
合
わ
せ
ま

し

た
。
和
え
物

、
炒

め
物

は
、
大
人

が
一

口
食

べ
て
、
「

こ
れ
す

ご
く

お
い
し

い
よ
」
。
と

二
言
話
す
と
、

子
供
が
（

シ
を
の
ば
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

私
か
味
噌
汁
を
薄
味
に
す
る
よ

う
に
な
っ
て
四
年
に
な
り
ま
す
が

今
で
は
家
族
も
醤
油
を
半
分
位
に

薄
め
て
使
う
よ
う
に
な
り
、
効
果

が
見
え
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
成
人
病
予
防
と

子
供
の
発
育
の
た
め
に
、
化
学
調

味
料
と
塩
を
使
う
変
わ
り
に
、
愛

情
と
思
い
や
り
を
ひ
と
つ
ま
み
加

え
食
事
を
考
え
て
い
き
た
い
。

青森保健所保健 婦課長

成　 田　 玉　 枝

「
蓬
田
村
の
成
人
病
予
防

へ
の
提
言
」

成

人
病
は
、
大

人
に
な
っ
て

か

ら
で

は
遅

い
の
で
、
子
供
の
時

か

ら
、
生
活

習
慣
を
変
え
て

ほ
し

い
。

①
食
生
活

の
中

か
ら
塩
分
を

追
放

し

ま
し

ょ
う
。

二

日
の
塩
分

摂

取
量

は
七

じ
～
十
じ

）
②
定

期
的

に

血

圧

を

管

理

し

ま

し

ょ

う
。

（
脳
卒
中
を
防
ぐ

）
③
健
診

を
受

け

ま
し
ょ
う
。

（
し
っ

か
り
と
健

診
を
受
け

健
康
を
確
認

）
以

上
の

三

つ
を

提
言
し

て
く

れ
ま
し

た
。

●
講
演

蟹田病院長

斎藤　吉春先生

「
小
児
期
か
ら
の
成
人
病

予
防
に
つ
い
て
」

肥
満
を
防
ぐ
に
は
、
①
一
日
三

回
の
食
事
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

②
夜
寝
る
前
に
は
食
べ
な
い
。
③

朝
御
飯
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

子
供
の
お
や
つ
は
、
お
母
さ
ん
の

手
作
り
で
／

子
供
は
勝
手
に
好
き
な
物
（
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
・
コ
ー
ラ

ー
イ
ン
ス

タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
）
を
買
っ
て

食
べ
て
い
ま
す
が
、
甘
い
物
、
油

の
多
い
物
、
塩
分
の
多
い
物
と
、

悪
い
物
の
三
代
要
素
が
全
部
入
っ

て
い
る
物
を
食
べ
て
い
る
。

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
一
つ
見
て

も
、
そ
の
中
に
は
燐
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
体
内
に
燐
を
入

れ
る
と
、
体
の
中
の
カ
ル
シ
ュ
ウ

ム
が
燐
を
処
理
し
よ
う
と
す
る
働

き
を
す
る
の
で
、
子
供
の
時
か
ら

カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
を
吸
収
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス

等
を
飲
む
よ
り
は
、
も
っ
と
水
を

飲
も
う
等
、
小
児
期
か
ら
の
成
人

病
予
防
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
分
り
や
す
い
講
演
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

蓬
田
村
健
康
づ
く
り
目
標

コ
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
、
す
す
ん
で
健
診
を
受
け
よ
う
！

●
明
日
の
健
康
づ
く
り
は
健
診
か
ら
…
年
一
回
は
健
康
診
断
を
受
け
よ
う

●
が
ん
は
症
状
が
出
な
い
内
に
早
期
発
見
、
早
期
治
療

●
正
し
い
知
識
で
、
普
段
か
ら
自
分
や
家
族
の
健
康
に
関
心
を
持
と
う

●
村
の
健
康
教
育
、
健
康
相
談
に
積
極
的
に
参
加
し
、
予
防
意
識
を
高
め
よ
う

二
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
で
、
成
人
病
を
予
防
し
よ
う
！

●
自
分
や
家
族
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
手
軽
な
も
の
か
ら
ま
ず
実
行

●
酒
は
控
え
目
に
、
タ
バ
コ
は
や
め
る
工
夫
を

●
海
の
幸
、
山
の
幸
を
活
用
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
づ
く
り

●
塩
分
は
控
え
目
に
、
一
人
一
日
十
■
以
下
に

●
野
菜
、
果
物
、
食
物
繊
維
を
た
く
さ
ん
と
っ
て
が
ん
予
防

●
子
供
を
成
人
病
か
ら
守
る
食
生
活
の
実
践
を
家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
推
進

●
歯
を
大
切
に
…
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
食
べ
る
喜
び
を

●
労
働
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
心
の
健
康
づ
く
り

三
、
健
や
か
に
長
生
き
し
、
助
け
合
っ
て
生
き
が
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り

●
趣
味
を
持
ち
、
仲
間
づ
く
り
を
広
め
、
二
十
一
世
紀
め
ざ
し
て
生
き
が
い
づ
く
り

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
社
会
参
加
に
手
を
さ
し
の
べ
よ
う

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
よ
う
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棄
権
し
な
い
で

投
票
し
ま
し
ょ
う
！

蓬
田
村
長
・
蓬
田
村
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
が

四
月
二
十
一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る

こ
と
は
、
私
た
ち
の
代
表
を
投
票
に
よ
っ
て
選
ぶ
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

″
明

る
く
、
住
み
よ
い
郷
土
”
を
つ
く
る
た
め
、
棄
権
し
な
い

で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
か
た

＊
年
齢
要
件
…
…
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
十
二
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

＊
住
所
要
件
…
…
平
成
三
年
一
月
十
五
日
以
前
に
当
村
に
転
入

の
届
出
を
さ
れ
た
人
で
、
投
票
日
に
住
所
を

有
し
て
い
る
人
。

投
票
所
入
場
券

四

月
十
六

日

ご
ろ
ま
で

に
郵
送

し

ま
す
の
で

、
投
票
所

へ
お
い
で

の
際
は
、
忘

れ
ず

に
持
参
し

て
べ

だ
さ
い
。

入

場
券
を

粉
失
し

た
場
合
で

も

選

挙
人
名
簿
で

確
認
す
る
こ

と
に

よ
り

、
投
票
で

き
ま
す
の
で

、
棄

権
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場

券

が
届

か
な
か
っ
た
り

、

内
容

に
誤
り

が
あ

っ
た
り
し

た
と

き
は

、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
申
し

出
て
く

だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

一
問
一
答

問
・：
不

在
者
投
票

っ
て
な

に
？

答
…
選
挙
の
当
日

投
票
所

へ
行
っ

て
投
票
す

る
こ
と

が
で

き
な
い

人
の
。た
め
に

、
救

済
措
置

と
し

て
投
票
日

の
前

に
投
票
す

る
こ

と
が
法
律
で
認

め
ら

れ
て

い
ま

す
。こ

れ

が
不

在
者

投
票
制
度

で

す
。

問
…

ど
ん
な
人

が
で

き
る
の
？

答
・
：
不

在
者
投
票
を
す

る
た

め
に

は

、
次
に
掲
げ

る
い
ず
れ

か
の

理
由

に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

にしないように！

選挙投票日
員

午後６時

①
仕
事
に
よ
る
場
合
（
例
…
自

分
か
投
票
す

る
投
票
所

の
区

域

外
で
仕
事
ま
た
は
出
張
す
る
予

定
の
人
）
。

②

や
む
を
得

な

い
用
務
で

村
外

へ
行
か
れ
る
人
ま
た
は
行
っ
て

い
る
人

の
場
合

（
例
…
新
婚

旅

行

、
団
体
旅
行

、
各
種
競
技

大

会
参
加
及

び
応
援

、
病
人
の
看

護
、
見
舞

い
、
墓
参
り

、
そ

の

他
特
殊

事
情
な

ど
が
該

当
し
ま

す

）
。

③
病
気
な

ど
の
場
合

（
例
・
：
病

気
、
妊
娠

、
身
体

の
障

害
な

ど

の
た

め
に
、
投
票
日

に
歩
行

が

困
難
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
人
）
。

問
…
い
つ
投
票
で
き
る
の
？

答
…
次
の
と
お
り
で
す
。

選 挙 名 期　　間 時　　　　　　間

村　　長

●

村議選挙

４月16日(火)

～４月20日出

午前８時30分

～午後５時

(土曜日を含む)

問
・：
手
続

き
は
ど
う
す

る
の
？

答
…
不

在
者

投
票
を
す
る
と
き
は
、

村
選
挙
管
理

委
員
会

に
備
え
付

け
の
交
付
請
求
書
兼
宣
誓
書
に
、

行

け
な

い
理
由

を
書

い
て
い
た

だ
く
よ
う
に

な
っ
て

い
ま
す

。

（
入
場
券

が
配
達

に
な

っ
て
い

る
場
合
は
入
場

券
と
印

鑑
を
お

持

ち
下

さ

い
。

）

問
…

ほ
か
に

ど
ん
な
不

在
者

投
票

が
あ
る
の
？

答
・：
指

定
病
院
や
老

人

ホ
ー

ム
に

入

院
ま
た
は
入
所
し

て

い
る
人

は
施

設
の
管
理
者

に
申
し
出

ら

れ
る
と
、
施
設

の
中

で
投
票

で

き
ま
す

。
選挙のお問合わせは

村選挙管理委員会へ

登27-2111
（内) 222

村選挙管理委員会から●10



４月21日
●蓬田村長

●蓬田村議会議
・投票時問　午前７時～

大 切な 一 票む だ

ご覧ください！選挙人名簿

今回新しく選挙人名簿に登録した人を記載した

書面を縦覧します。

期　間　４月16日～４月17日

時　間　午前８時30分から午後５時まで

場　所　蓬田村選挙管理委員会

開
票

場

所

●
日

時

４

月
2
1日
（
日

）

午
後
７

時

●
場

所

蓬
田
村

中
央
公
民
館

みんなで守ろう三ない運動。

贈らない　　求めない　 受け取らない

広報よもぎた

重
度
身
体
障

害
者
は

郵
便
投
票
で
！

重
度

の
身

体
障

害
の
た
め
、
投

票
所
で

の
投
票

が
困

難
な
か

た
に

は

、
自
宅
で
投
票
す

る
こ

と
が
で

き

る
『
郵

便
投
票
』

の
制
度

が
あ

り
ま
す
。（
た
だ
し

、
自
分
で
文
字

を
書
け

る
人
に
隕

ぎ
り

ま
す
。）

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、

次
に
該
当
す

る
か
た

が
た
で
す

。

①
身

体
障
害
者
手

帳
に
、
両
下

肢
、

体
幹
ま
た
は
移
動

機
能
の
障

害
等

級
が

丁

二
級
分
記
載
の
あ
る
か
た

②
身
体
障

害
者
手
帳

に
、
心
臓
・

じ
ん
臓

・
呼
吸

器

・

ぼ
う

こ
う
・

直
腸
ま

た
は
小
腸
機
能

の
障
害
等

級

が

Ｉ
・
三

の
記
載

の
あ
る

か
た

③
戦
傷

病
者
手
帳

に
、
両
下

肢
ま

た
は
体
幹

の
障

害
の
程
度

が
特
別

項
症

か
ら
第
二

項
症

ま
で
の
記
載

の
あ

る
か
た

④
戦

傷
病
者
手
帳

に
、
内
臓
機
能

の
障

害
の
程
度

が
特
別

項
症

か
ら

第
三
項
症
ま
で
の
記
載
の
あ
る
か
た

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
に
自
分

で
署
名
し
、
障
害
の
程
度
を
証
明

す
る
書
類
（
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
）
を
添
え
て
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
ら
、

投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に
投
票
用

紙
な
ど
の
請
求
を
し
て
下
さ
い
。

最

高

裁

判
例

に

よ

る

と

「
修

学
の
た

め
親
元

を
離

れ

て
居
住
す
る
学
生

の
住
所
は
、
そ
の

寮
ま
た
は
、
下
宿

な
ど
の
所
在
地
に

あ
る
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

蓬
田
村
か
ら
離

れ
て
修
学
し
て
い

る
場
合
は
、
た
と
え
蓬
田
村

に
住
民
票
が
あ
っ
て
も
、
こ

の
判
決
の
と
お
り
蓬
田
村
に

住
所
が
な
い
と
さ
れ
、
投
票

で

き

ま

せ

ん
。

修

学

地

に

住

民

票

を

移
し

て

い

な

い

場

合

は

、

そ

の

修

学

地

の

選

挙

人

名

簿

に
も

登
録

さ
れ

ず
、

結

局

は

ど

ち

ら

で

も

投

票

は

で

き

な

い
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で
、

ご
注
意
く

だ
さ

い
。

選挙一口メモ

『学生 の 住所

と選 挙 権 』

11　●村選挙管理委員会から



広報よもぎた

四戸橋川改修事業

完成 を記念して

記念碑の除幕式！

三
月
二
十
五
日
（
月
）
四
戸
橋

川
改
修
事
業
竣
工
記
念
碑
の
除
幕

式
が
、
青
森
市
・
蓬
田
村
の
促
進

期
成
会
会
員
と
工
事
関
係
者
約
百

人
が
出
席
し
て
四
戸
橋
川
河
川
敷

地
内
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
川
は
、
青
森
市
と
蓬
田
村

の
境
を
流
れ
る
水
量
の
比
較
的
豊

富
な
川
で
上
流
は
水
田
を
抱
え
、

昔
は
少
し
の
ｍ

で
氾
濫
す
る
常
習

地
域
で
し
た
。
河
川
改
良
は
住
民

の
悲
願
で
、
流
域
住
民
と
両
自
治

体
が
促
進
期
成
同
盟
会
を
組
織
し

関
係
方
面
に
働
き
掛
け
、
昭
和
五

十
二
年
度
か
ら
四
戸
橋
川
局
部
改

良
事
業
と
し
て
着
手
、
延
長
八
百

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
築
堤
、
護

岸
が
整
備
さ
れ
、
総
事
業
費
四
億

二
千
七
百
万
円
を
投
じ
十
年
か
け

て
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

式
典
で
ま
ず
、
森
内
勇
促
進
期

成
同
盟
会
会
長
が
「
流
域
住
民
の

永
年
の
念
願
が
よ
う
や
く
叶
い
大

変
喜
ば
し
い
。
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
青
森
県
並
び
に
関
係
者
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
式
辞

を
の
べ
た
後
、
青
森
市
の
吉
田
和

也
ち
ゃ
ん
（
六
歳
）
と
蓬
田
村
の

坂
本
香
織
ち
ゃ
ん
（
六
歳
）
の
二

人
が
紅
白
の
綱
を
引
き
記
念
碑
の

除
幕
を
し
ま
し
た
。

ま
た
来
賓
の
知
事
代
理
で
木
村

肇
青
森
土
木
事
務
所
次
長
、
竹
中

修
一
記
念
碑
建
立
委
員
会
顧
問
、

衆
議
院
議
員
津
島
雄
二
氏
が
お
祝

い
の
言
葉
を
の
べ
て
除
幕
式
を
終

え
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
中
沢
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
協
賛
団
体

十
五
団
体
と
工
事
関
係
者
に
感
謝

状
を
贈
り
、
八
戸
良
次
郎
村
長
の

挨
拶
の
後
、
出
席
者
全
員
で
懇
親

会
を
行
い
こ
れ
ま
で
の
苦
労
話
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

人

事

異

動
（
四
月
一
日
付
）

▼
参

事
兼
民
生
課
長
（

民
生
課

長

）
小

野
富
士
雄
▼
企
画

監
（
土

木
建
設
課
長

）
佐
井
一
夫
▼

議
会

事
務
局
長

（
社
会
教
育
課
長

）
吉

崎
良
一
▼

税
務
課
長
（
保
育
所
長

）

中

村
幸
八
▼

農
林
水
産
課
長

（
税

務
課
長

）
田
中

武
▼
土
木

建
設
課

長

（
農
林

水
産
課
長

）
小
鹿
義

晃

▼

社
会
教
育

課
長
（
中
央
公
民

館

長

補
佐

）
小
松

公
紀
▼
保
育
所
長

（

出
納
室
補
佐

）
細
谷
幸
子
▼

農

業
委
員
会

事
務
局
次
長
（
農

林
水

産

課
長

補
佐

）
津
島

永
孚
▼
中

央

公

民
館
長
袖
佐

（
農
業
委
員
会

係

長

）
越
田
守
▼

保
育
所
総
括
主

任

保
母

（
保
育
所
主

任
保
母

）
坂
本

イ

シ
子
▼

車
両

総
括
主
幹
（
車
両

・
整
備
係
長

）
稲
葉
孝
太
郎
▼

給

食

セ
ン
タ
ー
管
理

係
長
（
給
食

セ

ン
タ
ー
仕
入
主
任

）
青
木
実
▼

保

育
所
主

任
保
母
（

幼
稚
園
教
諭

）

山
谷

美
代
子
▼
農

林
水
産
課
係
長

（

農
林
水
産
課
主

査

）
浜
田
亮

▼

農

業
委
員
会
係
長

（
農
業

委
員
会

主
査

）
工

藤
正
人
▼

中
央
公

民
館

用

務
員
（
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

若

山
富
士
代
▼

幼
稚
園
教
諭

（
総

務
課
主

査

）
八
戸

季
子

◆
新

採
用
・

坂
本
露

子
（

給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
貝

）
　・
田
中

光
明

・
高
田

徹
・
中
川

孝
治

◆
退

職
・
田
中

勝
家
（
議
会

事

務
局
長

）
　・
藤
本

富
美
子
（

保
育

所
総

括
主
任
保
母

）
　・
池
田

マ
ツ

（
中

央
公

民
館
用

務
員
）
「
３
月

3
1日
付
」

魚 の魚 拓 ・ 写 真 を

募集
魚釣り愛好者の皆さん、いよいよ釣りシー

ズン本番となりました。

あなたが今まで釣り上げた魚の魚拓または、

写真を毎月広報で紹介するコーナーをつくり

ましたので、どしどしご応募下さい。

《応募資格》・どんな魚拓でも、釣り上げた

魚の写真でもかまいません。

《応募方法》・郵送または持参下さい。

《発　　 表》　・採用された方の作品は広報に

掲載します。

《粗　　 品》・採用された方には広報オリジ

ナルテレホンカードを差し上

げます。

《問合せ先》・役場総務課広報係

登27-2111  (内) 224
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団
体
一
・
個
人
三
名
に
功
労
賞
！

平
成
二
年
度
教
育
功
労
表
彰
式

三
月
二
十
日
（
水
）
村
中
央
公

民
館
に
お
い
て
、
平
成
二
年
度
村

教
育
功

労
表
彰
式

が
開
催
さ

れ
ま

し

た
。

こ

の
表
彰
式
は

、
毎
年
、
子

ど

も
会

育
成
会
・
青

年
会
・
婦
人
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ

・
ス

ポ
ー

ツ
・
社
会
福

祉

等

に
功

績
の
あ

っ
た
方
を
対
象

に

し
て
行

わ
れ
て

い
る
も
の
で

、
今

年

は
団

体
一

、
個
人
三

名
の
方

々

が
受

賞
さ
れ
ま
し

た
。

最

初
に
、

奈
良

尹
教
育
長

か
ら

「
村

の
文
化

、
ス
ポ
ー
ツ

の
た
め

に
、
来
年
度
も

是
非

力
を
貸
し

て

い
た
だ
き

た
い
。

長

い
人
生

、
今

の
若

い
時
に
鍛

え
て
ほ
し

い
。

鈴

木

さ
ん
に
は

、
多

額
の
寄
付

を
頂

き
温

か

い
好
意

に
深
く
感
謝
し

ま

す

」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し

た
。

来
賓

と
し
て
八

戸
村
長

と
津
島

村

議
会
議
長
よ

り
「
わ

が
村

の
名

声
を
県
下

に
高
め
て
く

れ
た
こ
と

に
心
よ
り
感

謝
し

ま
す
。

今
後
と

も
村
発
展
の
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で

す
。

●
団
体
（
ス
ポ
ー
ツ
）

▼
森
三
奈
子
さ
ん
・
坂
本
ひ
と

み
さ
ん
・
藤
本
郁
子
さ
ん
・

田
中
り
み
子
さ
ん
・
小
松
美

由
紀
さ
ん

淇

臾
体
育
大
会

女
子
陸
上
競
技
総
合
優
勝
）

●
個
人
（
ス
ポ
ー
ツ
）

▼
小
松
美
由
紀
さ
ん
（
県
民
体

育
大
会
二
百
片
競
走
二
位
）

▼
中
川
悟
さ
ん
（
第
四
回
県
空

手
道
選
手
権
大
会
三
位
）

●
寄
付
行
為

▼
鈴
木
キ
ヌ
エ
さ
ん
（
図
書
二

十
万
円
修
学
奨
励
金
二
十
万

円
）
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

低利で手続き簡単

国の進学ローン！

国民金融公庫では「低利で手続き簡単」と

好評の「国の進学ローン」の融資を取扱って

おります。

すでに入学金を納付済の場合もお取扱いが

可能です。お申込み期限は４月末日迄ですの

でお早めのお申込みをお願いします。

●ご利用いただける方

大学、短大、高校、専修学校（修業年限

が３年以上の高等課程、修業年限２年以上

の専門課程）などへの進学予定者のご親族

またはご本人

●ご融資金額

１進学者あたり100万円

●利率　年8.3%

●ご融資期間

５年以内ただし、大学、高専等の修学年

隕４年以上の学校 に入学 する場合は６年以

内（いずれ も、据 置期 間１年以 内を含む）

交通遺児家庭は１年の延 長が可能

●お使いみち

進学のために必要な資 金

○学校納付金 （入学 金・授業 料・施設設備

費など）

○受験費用 （交通 費・宿泊 費）、入学時に

必要な資金 （教科 書・ 参考書代・下宿の敷

金など）

●ご返済方法

元利均等毎 月払い （半月賦・年賦返済）、

ボーナス月増額返済、 ステップ 返済 も可能

●保証

（財）進学資 金融 資保証 基金 または保証人

１名以上

●お取扱期間

平成 ３年 ４月末 日まで

●お問い合せ先

青森支店登0177-23-2331

・

百
句
集
　

二
代
目
生

れ
　

祝

卜
逎
　
　
　
　
　
　
年
栄

・

人
と
よ
　

生
き
て
る
姿
　

百
句
集
　
　
　
　
　
　
啓
子

・

温
も
り
の
　

あ
る
百
句
集
　

毋

ご
こ
ろ
　
　
　

栄
愽

・
百
句
集
　

読
め
ば
よ
む
ほ

ど
　

味

が
あ
り
　
　

光
子

・
川

柳
の
　

勝
子

百
選
　

祝
卜
宴
　
　
　
　
　
　
　

畄

政

・
温

も
り
の
　

心
伝

わ
る
　

百
句
集
　
　
　
　
　
工
藤

久

・

盃
を
　

交

わ
し
て
夫

婦
の
　

絆
映
え
　
　
　
　
　
勝
子

・

中
国
の
　

孤
児
に
絆
の
　

涙
見
せ
　
　
　
　
　
　
飄
【

農
作

業
も
ス

タ
ー
ト
し
ま

し

た
。
今
年
は
雪
が
い
つ
も

の
年
よ
り

多
い
よ
う
で
、
水
不

足
心
配
は
な
さ
そ
う
で
す

。

豊
作
を
期
待
し
ま
す

。



玉
松
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玉松太鼓は

村の郷 土 芸 能 に
なれるか

蓬
田
村
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

平

成
元
年
十

一
月
十
九
日

、
午
後
一
時
三

十
分
。

「
玉
松

太

鼓
」
の
紹
介

が
あ
り
、
農
業

者
ト

レ

ー
ニ
ン

グ
セ

ン
タ
ー

の
舞
台
の
幕

が
静
か
に
開

い
た
。

ま

わ
り
は
、
村

制
施
行
百
周

年
を
祝

っ
て

、
酒

が
と

び
か

い
、
話
に
花

が
咲
い
て

い
た

。

ざ
わ
め
き
を
縫

っ
て
、
「
ト

ー

ン
」
と
大
太

鼓

が
鳴

っ
た
。

す

べ
て
の
目

が
舞

台
に
集
る

。
玉

松
の
「
鼓
動

」
だ
。

こ

の
瞬
間
に
、
玉

松
太
鼓

が
誕
生
し
た

の
で

あ
る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で

こ
う
し
て

生
れ
た
玉
松
太
鼓
も
、

今
年
三

月
末

で
一
年
半

に
な
ろ
う

と
し

て

い
る

こ
の
間

、
村
内

、
村
外

を
問
わ

ず
結
婚
式
や

い
ろ
ん
な
行

事
で
演

奏
さ
れ
、
’
そ

の
回
数
も
二

十
三

回

に
の

ば
っ

た
。

と
も
か
く

も
、
何
も

な
い
と
こ

ろ
か
ら
の
出
発

を
思

え

ば
、
そ
れ

な
り
に
演
奏
活

動

が
で
き

た
こ
と

は
、
練
習
し
て

き
た
人

に
と
っ
て

も
、
村
民
に

と
っ
て
も

、
す

ば
ら

し

い
こ
と
で
あ

っ
た
。

依
頼
さ

れ
た
も
の
す

べ
て

に
全

力

で
チ

ャ
レ
ン

ジ
し

、
経

験
を
積

み
上

げ
た

の
で

あ
る
。

だ

が
、
二
十
三
回
の
演
奏
の
中
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

演
奏
活
動

を
始

め
た
ば
か
り
の

平

成
二
年

六
月

。
村
外
で

は
始
め

て
の
活
動

で
の
こ
と
で
あ

る
。

緊
張
感

が
漂
う
な

か
、
無

事
一

曲

目

が
終
わ
り
、
二
曲
目

が
始
ま

っ
た
。

誰
も
が
う
ま
く

い
っ
た
と

思

っ

た
そ

の
時
、

バ
ラ

バ
ラ

に
な

っ
た
の
で

あ
る
。

全
員

が
、
顔
を
見
合

っ
て
…
。

太
鼓
を
打
つ
こ
と
は

こ
う
し
た
演
奏
活
動
を
通
し
て

仲
間
が
で
き
、
全
く
知
ら
な
か
っ

た
人
と
の
出
会
い
も
生
れ
た
。
本

人
の
努
力
と
と
も
に
家
族
の
協
力

が
な
か
っ
た
ら
実
現
し
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
誇
り
あ
る
村
の
芸

能
を
創
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
情
熱

と
自
分
を
高
め
よ
う
と
す
る
並
々

な
ら
ぬ
意
欲
が
満
ち
て
い
た
。

た
だ
気
が
か
り
な
の
は
、
次
第

に
、
聞
く
側
に
＝
や
る
の
は
彼
等

だ
と
い
う
＝
意
識
が
生
れ
て
き
て

い
る
よ
う
な
気
配
感
が
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

確
か
に
、
他
の
楽
器
と
同
様
に

努
力
な
し
に
演
奏
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
演
奏
す
る
方
は
、
義

務
感
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な

く
、
楽
し
み
な
が
ら
自
己
を
充
実

さ
せ
よ
う
と
練
習
し
、
発
表
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

村
の
芸
能
と
す
る
た
め
に

玉
松
太
鼓
愛
好
会発

足

現

在
、
五
曲

の
う

ち
四
曲

が
完

成
し

た
。

し

か
し

、

い
か
に
す

ば
ら
し

い

も

の
で
も
村

の
助
成

が
な
く

な
る

と
続
か
な
く
な

る
と

い
う

の
が
、

こ

れ
ま
で
の
経

験
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
村

の
芸
能
と
し
て

、

ど
ん

な
と
き
で

も
教
え
た
り

、
教

え
ら

れ
た
り
し

な
が
ら
広

め
て

い

く
場

が
必
要
な

の
で
あ
る
。

互

い
に
楽
し

み
な

が
ら
自
己

を

高

め
、
伝
え
て

い
く
た
め
に

は
ダ

ル
ー
プ

づ
く
り

が
目

標
と
な

る
。

昨

年
十
二

月

一
日
、「
玉

松
太
鼓

愛
好
会

」

が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
も

こ

の
よ
う

な
背
景
か
ら
で
あ
る
が
、

果

た
し

て
…
。

教育委員会から●14



談話室

い
つ
の
日
か
鰯
の
大
漁
を
！

今
回
は
、
自
家
漁
業
の
後
継
者

と
し
て
七
年
前
か
ら
、
鰯
（
イ
ワ

シ
）
定
置
網
漁
に
頑
張
っ
て
い
る

山
口
昭
二
（
中
沢
）
さ
ん
に
取
材

し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、
中
学
卒
業
と
同

時
に
自
家
の
漁
業
を
後
継
ぐ
た
め

に
八
戸
水
産
習
練
所
で
一
年
間
、

漁
業
に
関
す
る
色
々
な
技
術
の
イ

ロ
（

を
勉
強
し
、
四
級
小
型
船
舶

操
縦
士
、
特
殊
無
線
電
話
甲
、
特

殊
レ
ー
ダ
ー
甲
等
の
免
許
を
取
得

し

、
り

っ
ぱ
な
海

の
男

と
し

て
帰

っ
て
来
ま
し

た
。

現
在
、
水

揚
げ
し
た

鰯
を
食
糧

用

と
し
て
毎
日

、
青
森
市

の
問
屋

町

経
由
で
八
戸

へ
出
荷
し
て

い
ま

す
。「

こ
の
商

売
、
回
遊
魚
相
手

だ

け

あ
っ
て

、
そ
の
時
期
（
春

・
秋

・
冬

）
に

か
な
ら
ず
大
漁

で
き
る

と
い
う

も

の
で
な
い
の
で

、
魚

が

網
に
入
っ
て

く
れ
る
の
を
待

つ
と

い
う
我
慢

の
仕
事

だ
’・
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し

た
。

今
ま
で
一

網
で
最
高
百
二

十

ブ

（
四

ブ
車

で
九
～
十

台
分

）
の
大

漁
を
し

た
こ
と

が
あ

る
そ
う
で

、

い
つ
も
そ

ん
な
夢
を
抱
さ

な

が
ら

朝
四
時
半
に
は
雨
の
日
も
、
雪
が

吹
く
寒
い
日
も
出
漁
す
る
の
で
す
。

ま
た
、

山
口
さ
ん
は

、
元

年
十

月

に
、

オ
ー
プ
ン
ウ

オ
ー
タ
ー

ダ
イ

バ
ー

（
潜
水
士

）
の
免
許
を

取
得
（
村
内
で
は
五
名
）
し
、
村

漁
業
協
同

組
合
の
依
頼

に
よ
る
、

地

撒
き

ホ
タ
テ

の
成
長

や
生
息
地

の
海
底
調
査

に
参
加
す

る
予
定

に

な
っ
て

い
ま

す
。

現
在

、
村

青
年
団
体
連

絡
協
議

会
の
常
任
理

事
と
し
て

、
地
域

づ

く
り
の
担

い
て
と
し
て
活

躍
中
の

山
口
昭
二

さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
捕

る
漁
か
ら
育

て
る
漁
も

考
え
る
と

い
う

立
場

に
立
ち
な

が
ら

、
漁
家

の
後
継
者

と
し

て
、
地
域

の
青
年

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
今
日
も
頑
張
る
。

み
～
つ
け
た

3

8

長科部落では、５年に一度、長命
番付を作って稲荷神社に奉納してお
ります。

対象になる方は、長科の住民で数
え年で70歳以上の長寿者によって番

付を編成され、90歳以上が横綱、85
歳以上が大関、80歳以上が関脇・小
結の順になっております。
いつまでも元気に長生さして下さ

い。

定予事行月４
―

ｎ

乙
３４８Ｇ

Ｊ

ｒ
ｎ
）

１ｒ

Ｄ
り
乙 日

村
消
防
団
春
季
火
防
演
習

蓬
田
保
育
所
入
所
式

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
①

（
蓬
田
診
療
所
）

村
教
育
委
員
会
教
育
懇
談
会

蓬
田
小
・
中
学
校
入
学
式

蓬
田
幼
稚
園
入
園
式

乳
児
健
診
（
中
央
公
民
館
）

春
の
大
掃
除
検
査
（
中
沢
上
咼
根
）

行
　
　
　
　
　
　
　
　
事

消
　

防
　

団

蓬

田

保
育
所

民
　

生
　

課

教
育

委
員

会

蓬
田

小
学
校

蓬

田

中
学

校

蓬

田

幼
稚
園

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

担
　
　
　
当
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け
つ
ぱ
る
蓬
田
人
3
1

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
蓬
田
村
制

一
〇
〇
周
年
に
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
故
郷
を
離
れ
て
早
い
も
の

で
二
十
七
年
に
な
り
ま
し
た
。

思
え
ば
十
五
歳
の
時
に
、
張
り

切
っ
て
仙
台
へ
出
て
来
た
ま
で
は

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
学
生
寮
で

の
洗
濯
板
と
冷
た
い
水
に
よ
る
洗

濯

に
閉
口
し

、
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
に

か
か
っ
た
こ

と
が
昨
日

の
こ

と
の

よ
う

に
思

い
出

さ
れ
ま
す
。

四

十
二
年

の
高
校
卒
業

と
同

時

に
就
職
し
た
の
が
当
時
の
電
電
公
社

で
あ
り
、
現
在

の
Ｎ
Ｔ

Ｔ

に
致
っ

て

お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ

Ｔ
は
今

、
よ
り
よ

い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す

べ
く

日
夜
努
力
し

て

お
り
ま
す
。
私

の
所
属
す

る
職

場

も
社
会
の
多
様

な

ニ
ー

ズ
に
応

え

る
べ
く
、

い
ろ
い
ろ
な
新

サ
ー

ビ
ス
の
開
発
を
行

っ
て

い
ま
す

。

そ
の
中
の
一

つ
で
あ

る
コ

ン

ピ

ュ
ー
タ
関
係

が
、
私
の
今

の
仕
事

で
あ
り
ま
す
。
主

に
Ｌ

Ａ
Ｎ

と
い

い
ま
し
て
複
数
の
業
務
を
効
率
よ

く
一
元
的
に
処
理
を
す
る
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
族
は
四
人
で
娘
二
人
が
高
校

生
で
す
。
と
に
か
く
に
ぎ
や
か
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
が
多
く

家
族
に
は
迷
惑
を
か
け
っ
ぱ
な
し

で
す
が
、
次
は
幸
い
単
身
赴
任
と

覚
悟
し
て
い
ま
す
。

村
で
過
ご
し
た
十
五
年
間
は
宝

物
で
あ
り
、
お
お
ら
か
に
育
て
て

く
れ
た
村
に
感
謝
致
し
ま
す
。

た
だ
、
砂
浜
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
は
残
念
で
す
が
、
大
倉
岳
が

私
の
富
士
山
で
あ
り
仙
台
や
東
京

そ
し
て
大
阪
、
九
州
の
仕
事
仲
間

に
自
慢
で
き
る
我
が
村
が
あ
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

最
後
に
蓬
田
村
の
益
々
の
発
展

と
村
民
皆
様
方
の
御
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

セ
ン
タ
ー

主
査
坂
　
本
　
功
　
二
さ
ん

めも
･･･現 在所 ／仙 台市 青葉 区国 見 ５丁目1 －30 －

303 a022(273)8348 ･ ・生年 月日 ／昭 和24 年 １

月10 日･･･出身 ／中 沢／ 坂本 豊道 氏長男･・家 族

権成 ／妻 ・玲 子．長 女 ・志 保(高 三)． 二女 ・

里絵( 高－) ●･好き なも の／ スキ ー・バ イク ・

読書 ・ 津軽漬 ・ポッ ケの 開き ・ スルメ･・経歴

／東 北工業 大 学電子 工業 高 等学 校卒業( 昭和

42年) 電 電公 社(仙 統制 無 線中継 所)入 社( 昭

和42年) ～ Ｎ 丁丁東 北 ネット ワ ーク技 術セ ン

タ ー主 査． ～ 現在に 至る

戸籍の

窓　口

人 口 と 世 帯数

(２月28日現在)

総人口　4,185 人
男　　2,016 人

女　　2,169 人

世帯数1,052 世帯

２月受付分

ご結婚おめでとうございます

八　戸　 松　男(阿弥陀川)

田　 邊　干　春(青森市)

藤　田　公　典(秋田県)

宮　 田　栄理子(蓬　田)

おくやみ申し上げます

秋田　三蔵（瀬辺地　73 歳）

山舘　 キソ（瀬辺地　88 歳）

編
集
後
記

村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

連
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
け
っ

ぱ
る
蓬
田
人
」
も
今
回
で
3
1人
目

の
登
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
多
く

の
方
に
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
家
族
・

友
人
・
知
人
の
方
の
紹
介
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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